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広島市立広島特別支援学校 進路指導部 広報係  
 

『進路ガイダンス』説明会・・・多数のご参加ありがとうございました・・・ 

 ６／２８(木)、高等部保護者対象の『平成１９年度進路ガイダンス』説明会を行いました。研修会には

約７０名の高等部の保護者の方が参加されました。昨今、特別支援教育への変革、障害者自立支援法の本

格実施をはじめ障害児（者）をとりまく情勢は大きく変わろうとしています。そんな中で、本校では卒業

後の豊かな生活を目指して進路指導に取り組んでいます。説明会では個別の移行支援計画、卒業生の進路

状況、アフターケアの取り組みを中心にして話をさせていただきました。膨大な情報の中に聞き慣れない

語句が多く出てくるという内容で、駆け足で説明する形となってしまったことを申し訳なく思います。 

しかし、保護者の方からの質疑やアンケートから、本校の進路についての理解を深めていただける充実

した内容になったと感じています。研修会の中でもお話しいたしましたように、進路指導を進めていく上

で大切なものの一つに学校と保護者とのコミュニケーションがあります。充分に理解できなかった点は遠

慮なく担任を通してお伝えください。 

大きな時代の変化は新しいエネルギーを生み出していきます。悩み、じっと立ち止まっているだけでは

何も変わりません。生活を豊かにし、新しい制度を利用しやすくするために、みんなと協力しながら自ら

が動いていかなければならないのだと思います。学校と保護者と手を携えてこれからも一緒に取り組んで

いきましょう。この進路通信「みらい」もその一助となれば幸いです。 

≪部長≫ 

 

高等部３年生 １学期を振り返って 
 高等部３年生では、この１学期、進路学習・職業相談・職場実習及び職場体験実習など日々、忙しく取

り組みを進めてきました。進路学習では、この１年間の進路の行事について学習しました。主には職場実

習を控え、先輩たちの実習の様子をビデオで見て、仕事の雰囲気を感じとったり、これから実習までに頑

張ることなど学習しました。学習を進めていくうちに、生徒はこれから実習に向け緊張を隠せない様子で

した。 
 職業相談は、就職や進学（能力開発校）を希望する人を対象に、ハロー

ワークの人と面接をして、自分にあった仕事を探してもらうための相談会

です。このような取り組みをしながら、実習へ入っていきました。１学期

は主に施設・作業所・デイサービスを中心に実習を進めてきました。また、

企業関係では、実際に自分が希望する職種がどんな仕事内容なのか体験的

に実習をしました。生徒１人１人は、ほんとうによく頑張ったと思います。

普段とはまったく違う環境の中に入り、自分の持てる力を十二分に発揮したと思います。実習から帰って

きた生徒の顔は、みな一回りも二回りも大きく見えました。 
 これから、２学期・３学期と実習は続きますが、最後まで気を引き締め頑張って欲しいと思います。 



高等部２年生 職場体験実習へ向けて  
 本校高等部では、進路指導の一環として２年生の２学期に職場体験実習を実施します。具体的な体験を

通して将来の進路や社会生活について考える機会になるよう、取り組みを進めています。 
１学期末に、体験実習についての理解を深める学習をしたのち、生徒はそれぞれ、自分が体験する実習

先に打ち合わせに行きます。実習先は、クリーニングや食品加工、授産施設やデイサービスなど、今まで

経験したことのない作業（仕事・活動）内容です。１日中立ってする仕事、重たいものを運んだりする仕

事をする生徒もいれば、反対に１日中座って手先を使った細かい仕事をする生徒もいます。また、新しい

環境の中で活動することに不安を感じている生徒もいると思います。この体験を通して、学校と社会の違

いを感じ取ってくれることを願っています。そして、実習をやり遂げたことの

自信が、きっと次への一歩となるに違いありません。 
 夏期休業中には生活のリズムを崩さないように心がけ、９月からの実習に向

けて、通所（通勤）の練習を含めて、達成意欲を高める時期にして欲しいと思

います。 
 

第１２回 同窓会総会 
４月から、今年はどんなことをしようかと役員一同、知恵を出し合いながら準備を進めてきました。 

前日の準備の段階から、翌日の天気予報は雨・・・！ みんな「今年もか～(>_<)」と気分も沈みがちにな

りました。でも、毎年楽しみにしてくれている同窓生たちがいるんだと、心機一転。翌日の天気を祈りな

がら準備をしました。 

６月２４日同窓会当日は、役員の願いが通じたのか、快晴とまではいきませんでしたが、逆に暑すぎる

こともない天候に恵まれました。毎年見られる光景とはいえ、受付時間を待ちきれずぞくぞくとやって来

る同窓生の顔を見ると、無事開催することができて本当に良かったと役員、事務局の先生たちは感慨もひ

としおです。 

受付を済ませ、好みの飲み物を受け取った同窓生たちは足早に各テーブルに向い、会場のあちこちで談

笑が始まりました。なかなか始めるきっかけが、つかみにくいくらいのにぎやかな談笑で、特別に談笑タ

イムなんて設ける必要がないくらいでした。そのような中で、総会をスタートさせるため、役員たちは意

を決したように声を発しました。 

その後、会計報告や役員の改選、規約の改正などとどこおりなく済ませ、いよいよレクリエーションタ

イムです。今年は各テーブルから２チームずつ出し、「シーツバレー」で汗を流しました。最初はやり方が

分からなくても、やっているうちに要領を得て、みんな楽しんでいるようでした。やっている人も応援し

ている人も会場が一体となっての大盛り上がりでした。人数調整のために入っていただいた保護者の方も、

いつのまにか同窓生以上にヒートアップしていたような・・。 

楽しい時間が経つのは早いもので、気がつけばもう１２時前！！副会長の「１２月のお楽しみ会でまた

会いましょう」の締めのことばで今年の総会はお開きとなりました。帰る前には参加者全員で会場を片づ

け、あっという間に終わりました。当日参加していただいた先生方、いろいろと協力していただきありが

とうございました。 


